
学校だより
1 年の中で一番長い２学期が終わろうとしています。  

今学期は、中学部、肢体不自由教育部門高等部の修学旅行をはじめとした宿泊学習や、防災デ

イ、金井祭や鎌フェスといった行事、そして心と体を大切にする週間、高等部後期実習、生徒会役員選

挙等の取り組みが行われ、まさに実りの多い学期となりました。 

学校だより第３号では、人権教育の視点も取り入れて行った防災デイ、地域の方を招いて実施した

授業、児童生徒がこれまでの学習の成果を発表した鎌フェスについてお伝えします。 

 

 

 

9 月 30 日（火）、分教室の生徒も本校に登校し全校児童生徒と教職員で防災デイを実施 

しました。大地震による火災発生という想定の避難訓練後に、各学部で防災授業を行いました。 

 校内には防災テントや段ボールベッド、発電機や防災食等、防災関連グッズが展示され、児童生

徒は実際に段ボールベッドに横たわってみたり、発電機の操作を体験してみたりしました。高等部で

は、皆で協力し段ボールベッドの組み立てから行う生徒も見られました。また、AR 機器を活用し、煙

の中や足元に水が溜まっている所を移動する体験もしました。 

 

  災害時は、普段と異なる状況で他の人と協

力し、自分の命を守ることが必要になります。

災害はいつ起きるかわかりませんが、様々な想

定と準備をする中で、学校が命を守れる場とな

るよう、取り組みを続けていきたいと思います。 

＊防災デイについては、本校ホームページ（地域の 

方への中のイベントの紹介ページ）もご覧ください。 
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知的障害教育部門高等部１年生では、９月 18 日に地域の方 11 名をお招きしゲーム等で 

交流を深めました。当日は、自己紹介の後、カラオケや黒ひげ、UNO（ウノ）といったゲームを楽し 

みました。 

 生徒たちは始め少し緊張した面持ちでしたが、ゲームが盛り上がるにつれて一緒に喜んでハイタッ 

チする姿もみられ、自然と打ち解けていくことができました。 

地域の方からも「楽しかった」「心が洗われた」等の感想をいただくことができました。 

  今回の交流を活かして、12～１月頃に再度、防災士さんや地域の方をお招きし、地域の危険 

な箇所を一緒に回るフィールドワークを行う予定です。 

   

 

 

  好天に恵まれた 11 月 22 日（金）、23 日（土）に開催した鎌フェスでは、2 日間で保護者を

含む 365 名の方が来校されました。 

  この日のために、児童生徒は演技発表の練習を繰り返し、展示の作品づくりにも取り組み、準備を

積み重ねてきました。 

  開閉会式は生徒会役員が中心となり、 「みんなで青春 全力で盛り上げよう！」 という今年の 

テーマどおり、笑い声と熱気に包まれて始まり、終了を惜しむような大盛況で締めくくることができました。 

 ご来場いただいた皆様、どうもありがとうございました。 

                                                ＊開会式では、ご当地 

 どの発表も本当に見応えがあったのですが、                       キャラに扮した校長の 

次ページに中学部と分教室の発表の様子                         変装が盛り上げに 

について紹介します。                                      一役かいました。 



                                                         

 

 11 月 21 日（金）13：10 kick off！会場は両チームのサポーターでボルテージは最高潮！ 

生徒たちは得意な方法で、シュートを決め！白熱した試合は両者譲ら   

ず、引き分けになりました。会場からは、健闘を称え大きな拍手が鳴りやみ   

ませんでした。生徒一人ひとりは、練習の成果を発揮することができ、会場   

は笑顔でいっぱいになりました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

分教室の鎌フェスステージ発表は、『伝えたい！一人ひとりがすてきなピース！』をテーマに、総 

勢 37 名が「得意」や「好き」を持ち寄り、一つのステージを作り上げました。 

   本番当日は、空手演武で幕を開け、スポーツパフォーマンスやダンス、バンド演奏と続きました。 

司会や動画作成、照明、支える役割の生徒も活躍し、仲間と作り上げた最高の 30 分間に 

なりました。観客からは「一人ひとりの個性が素敵」「あっという間の 30 分間だった」という声が届き、 

37 名のピースがつながり、一枚の大きな絵が完成しました。 

さらに、職業班ごとに担当した 3 つの活動も大盛況！美術展示と販売には 280 名以上の 

来場者が訪れ、作品や商品を楽しんでいただきました。今回初めての試みとなったボッチャ体験 

では、来場者と交流しながら笑顔あふれる時間を過ごすことができました。 

これからも分教室は、「伝えたい」気持ちを胸に、仲間と次のピースへとつなげていきます。 

 

 

 



    

年が明けると、令和 8 年が始まります。学校は、令和 7 年度の締めくくりである３学期のスタートで

す。小・中・高等部それぞれで 1 年間のまとめや、進級・卒業に向けた取り組みが始まります。 

 令和 7 年は皆さまにとって、どんな一年だったでしょうか。そして、令和 8 年はどんな年にしたいでしょう

か。師走と呼ばれる慌ただしい時期ではありますが、今年一年を振り返り、来年に思いを馳せるひと時

を過ごされてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

令和８年は午年。馬は常に前進する動物であり、夢に向かって突き進む人の象徴とも言われていま

す。また、神社に奉納される絵馬は、馬が神様の使いとされていたことに由来しているそうです。 

令和 8 年は馬のイメージにあやかって、挑戦したいことや達成したいことを目標に掲げ、神社にお参り

に行った際には、絵馬にその思いをしたためてみてはいかがでしょうか。 

感染症が流行っていますのでお体には気を付けて、よいお年をお迎えください。来年もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

学校ホームページでは、学校概要をはじめ、在校生・保護者の方向けや地域の方向けの 

ページがあり、時期によって内容も更新されています。 

お時間のある時には、ぜひホームページもご覧ください。     

  

 


